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玉
川
村
議
会
議
長

小

針

保

年

頭

の

辞

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
一
九
七
二
年
の
輝
か
し
い
、
新
春
を

迎
え
村
民
み
な
さ
ん
の
ご
慶
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
昨
年
は
、
国
際
的
に

は
中
国
の
国
連
参
加
、
米
国
の
ド
ル
防
衛

措
置
、
そ
れ
に
と
も
な
い
国
内
的
に
は
混

乱
を
続
け
た
国
際
通
貨
危
機
、
き
び
し
い

円
時
代
の
ス
ク
ー
ト
、
更
に
沖
縄
問
題
、

農
村
を
襲
っ
た
相
次
ぐ
農
業
災
害
と
米
の

生
産
調
整
に
よ
る
減
収
は
、
農
家
経
済
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
、
正
に
経
済
ツ
ョ
ッ

ク
と
激
動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
村
長
に
就

任
し
、
お
互
い
の
信
頼
と
協
調
の
上
に
、

「
豊
か
な
郷
土
明
る
い
村
政
」
の
実
現
の

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
と
励
ま
し
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
公
正
、
誠
実
、
奉
仕
を

信
条
と
し
て
、
激
動
と
変
革
の
時
代
に
対

村
戻
の
皆
さ
ん
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
に
輝
く
昭
和
四
十
七
年
の

新
春
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の

御
清
福
と
御
繁
栄
を
心
か
ら
御
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
c

私
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
、
謡
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
て
四
年
目
を
む
か
え
ま

―-＝＝ 
1
1
1
1
-
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応
す
る
村
づ
く
り
を
か
か
げ
八
カ
月
を
経
過

し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
間
西
部
地
区
学
校
給
食
施
設
、
稚
蚕

共
同
飼
育
所
、
国
、
県
林
道
整
備
、
校
長
住

宅
建
築
、
川
辺
小
グ
ラ
ソ
ド
拡
張
事
業
等
を

実
施
し
、
更
に
本
年
度
以
降
に
ま
た
が
る
歴

史
的
事
業
と
し
て
東
部
地
区
統
合
小
学
校
の

敷
地
造
成
及
び
建
築
事
業
、
水
道
事
業
、
並

に
国
営
母
畑
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
導
入

を
企
画
し
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
t
き
順
調
な
進
捗
を

み
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に
た
え

な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
郡
山
市
を
中
心
と
す
る
広
域
市
町
村

国
指
定
に
基
づ
く
各
種
の
振
興
事
業
計
画
の

樹
立
、
農
業
振
興
計
画
の
策
定
、
誘
致
企
業

の
育
成
、
阿
武
隈
山
系
開
発
計
画
の
検
討
、

四
千
万
円
に
達
す
る
災
害
復
旧
事
業
の
実
施

等
々
正
に
村
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
は
山
積

し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
は
村
政
担
当
二
年
目
の
新
し
い
年
を
迎

ぇ
「
未
来
を
ひ
ら
く
豊
か
な
村
政
」
を
ス
ロ
ー

し
た
。
そ
の
間
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
議

員
諸
候
な
ら
び
に
執
行
当
局
の
御
協
力
を
得

ま
し
て
、
議
会
の
円
満
な
る
運
営
と
村
政
伸

展
の
た
め
誠
心
識
意
努
力
し
て
ま
い
り
お
か

げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
す
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
こ
れ
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
の
御
支
援
、
御
鞭
撻
の
た
ま
も
の
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
わ
が
、
玉
川
村
は
本
年
を

も
っ
て
合
併
発
足
以
来
、
十
六
年
目
を
む
か

玉

川

村

長

小

針

千

代

之

助

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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滑 り県管た十税川をに
なま税内°二務合図対こ
事し事のつ月事同る処の
務た務県き一務庁見した
運か所税ま日所舎地県び
営らで事しに← 内か税‘
にご取務て廃はにら事激
つ了扱しましま止昭あ ‘務増
い知うす‘に和ついのす
てのこべ今な四たま集る
‘うとて後り十→ ま中事
特えに郡同ま六石で管務
段円な山所し年）II石理量

郡
山
県
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

本
事
業
の
計
画
概
要
に
つ
き
ま

し
て
は
、
チ
ラ
ジ
、
広
報
等
に
て

既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
ご
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
に
十
二
月
始
め
よ
り
各
部

落
ご
と
に
説
明
会
を
開
き
ま
し
て

皆
様
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
計
画

を
実
施
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
ど
う
し
て
も
加
入
戸
数
が
問

題
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
数
の
多
少
に
よ
り
事
業
の

規
模
あ
る
い
は
事
業
費
等
が
大
き

く
左
石
さ
れ
る
関
係
上
一
人
で
も

多
く
の
加
入
を
お
願
い
す
る
た
め

部
落
説
明
会
後
、
推
進
員
の
皆
様

に
よ
り
計
画
概
要
の
説
明
か
た
が

た
加
入
申
込
の
取
り
ま
と
め
を
お

願
い
致
し
た
と
こ
ろ
、
既
に
多
く

の
申
込
み
を
受
け
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
本
格
的
な

計
画
樹
立
を
進
め
て
行
く
上
に
も

早
急
に
加
入
数
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
思
案
な

さ
っ
て
お
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
隣
近
所
お
さ
そ
い
合

1,i 

函
日
R
ロハ寄

こ(
i

'

q

 

止

n
.＂公

ヽ
~
ヽ

6
 

を

、’

防
丁

," 會，‘

罪

丈

ゞ

‘̀ 

＇ 

．
 

、‘ヽ
 

り
‘

9

、8
.

犯
犯
べ
防

r‘'‘'・ヽ
"ii"

せ
い
た
だ
き
、
加
入
推
進
に
つ
い

て
な
お
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

尚
、
一
月
十
日
頃
よ
り
実
地
測

量
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

こ
れ
以
前
に
申
込
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
須
釜
防
犯
協
会
に

対
し
、
吉
の
有
賀
正
徳
さ
ん
、
近

内
寿
雄
さ
ん
、
南
須
釜
の
大
野
伝

吉
さ
ん
、
塩
沢
清
則
さ
ん
よ
り
犯

罪
防
止
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

防
犯
灯
各
一
灯
の
寄
贈
が
あ
り
、

村
民
各
位
よ
り
惑
謝
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
須
釜
防
犯
協
会
で
は

寄
贈
を
受
け
た
四
灯
と
合
せ
十
七

灯
の
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

の
ご
協
力
を
く
だ
さ
る
よ
う
お
ね

が
い
し
ま
す
。
な
お
、
当
分
の
間

毎
月
末
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

に
当
所
係
員
が
石
川
合
同
庁
舎
に

出
張
し
、
窓
口
事
務
を
取
扱
い
ま

す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郡
山
県
税
事
務
所
の
所
在
地

〒
九
六
三
郡
山
市
麓
山
一
丁
目

一
番
一
号
（
旧
郡
山
市
役
所
庁
舎
）

電
話
郡
山

(
0
二
四
九
）
代
表
二

十
三
ー
六
一
六
一

広
域
簡
易
水
道
事
業

の
加
入
に
つ
い
て
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戸籍制度のあらまし
〔

4
） 籍 の 姿

戸 数 と 人

I門喜F
31年

口 等 籍 届 出 取 扱 件 数 処 理

戸 籍
•f

1 什 民益 本 台 帳

戸籍数 1本 ロ 枇幣数

2,722 

2,776 

12,450 1,438 7
 

i
9
 

E
力
;
心

人一

4
 

12,489 1,426 4,447 

女

32年 2,862 12,478 1,439 4,431 

口

計

出

生

］
 

•• 
久

忍
二ー

1
d

婚

姻

離：

婚

死

氏

失

踪

入

籍

分 氏
名
変
更

転

箱 の 1 計

他

4,611 

4,633 

4,662 

9,008 359 I 1 1 I 155 15 11 2
 

8 I 1 

9,080 332 5 I 12 6 I 185 18 I 6 4 I 9 26 I 4 

9,093 314 

36年 3,373 

39年 3,429 

40年 3,455 

41年 3,474 

42年

43年

44年

3,470 

3,490 

3,519 

5 I 14 2 I 227 24 1 J122 I 1 6 I 8 20 

5 I 1 I 709 

1 I 729 

5 I 11 760 

33年 I3,oss I 12,573 1,437 4,369 4,623 8,992 331 I 5 

34if"-I 3,210 I 12,683 

:~5年 I 3,359 I 12,645 

12,588 

1,438 

1,435 

1,441 

37年 I3,374 I 12,501 

~I 3,3ss I 12,468 

1,438 

4,355 

4,272 

4,617 

4,552 

4,229 

4,146 

4,475 

4,358 

45年 3,512 

8,9"{2 

8,824 

8,704 

8,504 

321 I 7 

296 I 3 

271 

2 I 206 13 1 I 96 1 I 6 I 4 20 I 43 12 754 

9 I 3 I 190 I 8 

9 I 2 I 211 

3 I 15 

237 I 3 I 7 

223 I 11 

3 I 209 21 

4 11 

5 I 9 11 

4 11 

7 II 

ー

3 I 2 

3 I 1 

10 

5
 

22 11 

32 60 

778 

741 

30 

33 

15 

23 

695-654 

4
-
3
 

1,427 

12,501 1,460 

12,468 

12,377 

1,431 

1,464 

4,093 

4.088 

4,053 

3,975 

I I II I 

12,339 1,467 

12,279 

12,257 

1,461 

1,436 

3,904 

3,810 

3,682 

4,313 

4,270 

4,237 

4,135 

4,082 

4,0ll 

3,935 

12,142 1,427 3,643 3,835 

8,406 

8,358 

8,290 

8,110 

7,986 

228 I 7 

249 I 3 I 8 

219 

199 I 1 

237 

8 I 2 225 I 7 

2 I 224 15 

4 1・93 

4 I 99 

8
 

7
 

3 I 23 45 6 I 656 

27 24 666 

12 I 4 

9 I 1 

8 I 13 

1 I 199 

209 

205 

14 

12 

10 

1 I 75 I 1 

5 11 

ー

ー

3
 

6
 
ー

5 I 1 

4 I 26 

I I 45 

1 I 37 

26 

15 

28 

I I 586 

7,821 

7,617 
.. .. .. ... 

7,478 

195 I 1 I 6 

231 

219 

2 I 6 

3 I 10 

1 I 213 

1 I 220 

12 

12 

1 I 209 I 9 

2 I so I 1 

3 I 83 I 1 

2 I 82 

ー

3
 

1 I 1 I 1 

新編

戸

籍成

78 

全
部
除
籍

25 I 4 I 2,435 

77 I 22 I 1 I 2.39.5 

121 I 29 I 7 I 3 , 435 

299 I 77 

302 I 65 

246 I 97 

89 I 75 

42 

45 

21 

14 

1 I 3 I 57 I 6 

601 

1 I 650 

1 I 576 

623-606 

2
-
1
 

件

発
行
件
数

謄

抄

本

違
反
通
知

1 I 3,531 

1 I 3,896 

1 I 4,977 

4,497 

数

手

数

料
／ 

62,610 

62,370 

117,490 

129,880 

144,960 

151,000 

149,800 ——,----n 10 I I 4,31s ¥ 153,no 
82 I 71 I I 4 ,2s2 ¥ 142,800 

3,744 / 131,080 

~5 3 5,714 ¥ 199,040 

84 64 6,0621 200,880 

> 78 _ s,211 I 211,900 
6,4651 185,480 

101 70 ¥ I 5,310 I 235,000 
- ・-

74 so 1 4 ¥ s,01s I 220,sso 

91 I 55 

7t I , 

88 I 69 

潅ゑ
1972 

玉川村役場

村長

助役

収入役

小

草

近

職

野

内

員

千＾
 

企
立 助

蔵

雄

同

之代
勇

)
ー
・
＿

l曹
•
•
畳
宣
一
＿

1
―
―
― ＂＂リ古田

川 村議会

長

長
小

大

針

野

員

保

伝
吉

同
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◇

川

辺

小

学

校

(14名
）

住

所

児

童

名

保

護

者

川

辺

大

竹

睛

美

嘉

種

ク

大

竹

洋

子

忠

作

ク

坂

本

律

子

政

男

ク

白

旗

治

代

栄

治

ク

須

藤

完

二

祐

完

ク

円

谷

明

美

昌

康

ク

矢

部

淑

子

欣

一

ク

矢

部

明

美

常

一

ク

矢

部

信

彦

玄

信

ク

矢

部

重

明

重

蔵

ク

吉

田

美

代

子

清

ク

磯

目

洋

子

幸

―

―

一

郎

ク

須

藤

昭

一

ク

吉

村

美

子

多

美

◇
玉
川
第
一
小
学
校

(42名
）

蒜

生

久

保

木

敦

子

徳

雄

ん

・

曲

山

孝

幸

丘

ク

真

弓

み

ゆ

き

昭

平

小

車

田

ヨ

シ

子

陽

一

ク

須

藤

文

子

清

重

ク

須

釜

典

子

義

勝

ク

須

藤

早

苗

安

広

ク

関

根

文

子

正

治

ク

高

原

寛

司

雄

司

ク

溝

井

保

男

実

ク

溝

井

雄

一

富

雄

ク

―

―

―

輪

玉

美

健

ク

矢

吹

源

重

源

一

郎

ク

秋

山

伸

一

節

子

ク

和

田

洲

代

勝

子

中

木

戸

さ

ゆ

り

峰

夫

ク

小

針

康

吉

保

伯

高

南
須
釜

クク‘ク‘クク‘クク

小

針

成

次

成

関

好

美

利

高

林

浅

利

浅

草

野

三

代

子

重

大

竹

久

重

佐

久

間

和

幸

熊

佐

久

間

一

郎

幸

須

釜

勝

徳

保

村

越

知

栄

子

清

村

越

英

子

英

夫

吉

田

貴

子

喜

久

雄

佐
久
間
綾
子
金
―
―
―

栗

原

聡

孝

夫

小

林

光

江

良

行

小

林

知

佳

元

重

小

林

治

美

松

男

小

林

春

江

文

春

佐

藤

克

子

久

子

鈴

木

吉

彦

吉

二

都

鈴

木

雄

士

源

次

仁

井

田

好

吉

正

好

仁

井

田

武

男

武

嘉

深

谷

治

美

房

美

柳

沼

マ

ユ

ミ

石

雄

岩

谷

修

久

雄

◇

須

釜

小

学

校

(35名）

阿

部

礼

子

金

一

大

野

玉

恵

福

一

大

野

美

代

子

忠

男

小

原

克

夫

保

良

小

針

ひ

と

み

好

夫

塩

沢

進

代

馨

之

進

塩
沢
フ
ミ
ェ
三
―
―
夫

瀬

谷

和

代

安

徳

ククク・岩
法
寺

クククククククク竜ククククククククククク蒜

生 崎

明ー吉昭一吉之男

◇
今
春
四
月
村
内
の
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
は
、
次
の
◇

◇
と
お
り
で
す
。
該
当
児
は
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
◇

◇
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
男
四
十
一
◇

◇
名
、
女
五
十
五
名
、
合
計
九
十
六
名
で
、
昨
年
よ
り
四
十
◇

◇
四
名
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
し
調
査
も
れ
の
方
が
あ
り
◇

◇
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
◇

熊
野
権
現
大
明
神

大
字
南
須
釜
字
奥
撫
に
鎮
座

ま
ち
ど
お
し
い
な
ア
ク
l

•• 

-．．．．．．． 
ー

一

●

●

ニ

ー

．．．．．．． 
―

一

●

●

●

●

●

●

●

一

ー

ニ

―

―

●

●

●

●

●

●

●

―

―

―

-

．．．．．．． 
―

―

―

―

ニ

―

.

.

.

.

.

.

.
 -

.

.

.

.

.

.

.

 -

.

.

.

.

.

.

.
 -

.

.

 

関
根
は
る
み

近
内
美
恵
子

佐

藤

正

二

須

釜

敬

子

森

佳

子

矢

吹

隆

雄

矢

吹

幸

子

矢
部
み
ど
り

石

森

健

一

石

森

守

滝

口

弘

高

橋

里

子

そ
の
三

古
老
の
言
い
伝
え
る
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
当
社
は
、
そ
の
昔
、
平

将
門
公
が
相
馬
よ
り

勧
請
し
た
も
の
で
、

将
門
公
が
家
臣
を
連

れ
て
当
地
に
滞
在
し

よ
う
と
し
た
日
が
某

年
大
晦
日
の
夕
方
で

あ
っ
た
と
か
。

早
速
、
正
月
の
松

を
山
か
ら
迎
え
て
は

来
た
が
、
時
す
で
に

暗
く
門
に
立
て
る
こ

と
が
出
来
ず
、
床
の

間
に
飾
っ
て
正
月
を

迎
え
た
と
か
。

こ
の
と
き
か
ら
、

奥
撫
部
落
は
、
正
月

の
松
飾
り
は
門
に
立

て
ず
に
、
床
の
間
に

飾
り
、
今
で
も
、
そ

の
よ
う
に
し
て
い
る

須
釜
の
文
化
財

ク

円

谷

久

ク

円

谷

シ

ゲ

子

ク

真

野

目

忠

夫

ク

増

子

卓

也

ク

吉

村

信

幸

北

須

釜

草

野

光

和

ク

小

針

和

彦

ク

小

針

文

江

ク

塩

沢

和

恵

ク

鈴

木

浩

ク

鈴

木

竹

野

ク

鈴

木

孝

行

ク

瀬

谷

礼

子

fl

関

根

清

美

ク

関

根

寿

子

正義武孝要徳政欣吉直幸重四六忠
三

二盈吉吾彦光雄勝男郎重夫美義

四クク‘ク南
須
釜 辻

塩関須塩太

田提田田田
不
ー幸文 京

憂子彦敦子

茂正幸好竹

男一平一雄

◇

四

辻

分

校

ク吉クククククク山
小
屋

クク南
須
釜

(
5名
）
原
小政始藤茂忠昭清敬直正正

羹信 男昭吉七重喜七雄

四
十
六
年
土
木
災
害

復
旧
事
業
査
定
終
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

千
五
沢
地
区
は
、
建
保
年
間

(
―
二
二
二
年
）
大
野
修
理
太
夫

を
千
五
沢
館
主
と
し
て
、
従
者
ニ

十
四
人
に
よ
っ
て
開
拓
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

降
っ
て
、
永
正
十
四
年
(
-
五

一
七
）
大
飢
饉
の
た
め
廃
村
と
な

っ
た
が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
五
）

松
平
越
中
守
定
信
公
の
と
き
、
大

竹
伴
右
衛
門
、
木
戸
久
七
等
、
七

戸
が
再
び
開
墾
し
て
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
'

千
五
沢
八
幡
は
、
大
正
年
間
に

都
々
古
別
神
社
の
末
社
と
し
て
、

こ
の
地
に
祀
り
、
部
落
の
定
泰
を

守
り
続
け
て
来
た
が
、
母
畑
ダ
ム

の
完
成
と
共
に
湖
底
に
沈
む
こ
と

に
な
る
。

祭
神
は
藤
原
鎌
足
公
で
あ
る
。

大
寺
城
第
一
九
代
城
主
の
家
老

大
野
修
理
（
千
五
沢
館
主
）
と
奉

行
円
谷
外
記
（
川
平
館
主
）
が
天

正
八
年
(
-
五
八

0
)
こ
の
地
に

神
を
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
山
小
屋

部
落
の
鎮
守
社
と
な
っ
た
が
、
大

正
七
年
(
-
九
一
八
）
都
々
古
別

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

本
年
は
春
以
来
の
不
頼
天
候
に

見
舞
れ
農
作
物
等
に
対
す
る
減
収

に
よ
る
被
害
は
莫
大
な
数
に
上
っ

て
居
り
ま
す
。
土
木
施
設
に
つ
い

て
は
秋
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ

鎌
足
神
社
旧
跡

鎌
足
神
社
旧
跡
大
字
山

小
屋
字
二
本
側
に
あ
り

八

幡

神

社

大
字
南
須
釜
字
千
五

沢
に
鎮
座

九
月
―
一
日
付
で
次
の
字
が

認
証
に
な
り
、
新
し
い
成
果
と
し

て
登
記
所
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
字
川
辺
の
一
部
、
字
宮
ノ
前

ニ
ノ
鳥
居
、
三
ノ
鳥
居
、
辰
已

城
、
中
沖
、
十
日
森
、
池
下
、

川
久
保

大
字
蒜
生
、
字
羽
根
石
、
栗
木

内
、
恵
平
、
宮
下
、
鬼
淵
、
兎

喰
、
細
田

大
字
小
高
の
一
部
、
字
東
ノ
前

八
升
蒔
、
竹
ノ
花
、
田
畑
、
上

高
原
、
石
場
、
北
ノ
内
、
藤
右

衛
門
田
、
江
平
、
大
隅
平
、
天

神
、
淀
ノ
目
、
石
原
、
中
島
、

大
谷
地
東
耕
地
の
一
部
、
戸
ノ

内
の
一
部
、
矢
地
田

計
―
―
―
十
三
字

国
土
調
査
事
業
（
地
籍

調
査
）
の
成
果
の
認
証

り
被
害
が
続
出
し
、
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
提
案
し
査
定
が
終
了
し

た
の
で
、
其
の
概
要
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

一
公
共
土
木
施
設

個

所

数

―

―

10ヶ
所

査
定
額
三
二
、
三
八
二
千
円

二
農
業
用
施
設

個
所
数

査
定
額

三
林
業
施
設

個
所
数

査
定
額

ニ
ケ
所

六
三
七
千
円

三
ヶ
所

五
、
六
二
八
千
円
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今
年
は
身
体
に
重
い

る
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
う
れ
し

い
改
善
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
ま
で
七
十
オ
に
な
ら

な
い
と
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
老
齢

福
祉
年
金
が
、
身
体
に
重
い
障
害

が
あ
っ
て
、
日
常
の
生
活
が
著
し

く
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
方
に
は

六
十
五
オ
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
身
体
に
障
害
が
あ

る
人
は
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
障
害
福

祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
は
大
変

重
い
障
害
を
も
っ
て
い
る
一
級
障

害
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
障
害
福
祉
年
金
を
受
け
ら

れ
る
程
重
い
障
害
で
な
く
て
も
、

二
月
十
六
目
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
は
、
贈
与
税
な
ら
び
に
所
得

税
の
申
告
と
納
税
の
時
期
で
す
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
時

期
は
税
務
署
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
相
当

数
の
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
が

あ
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
い

た
り
、
当
日
交
付
で
き
か
ね
る
場

合
も
あ
っ
て
、
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。

入
札
参
加
、
建
設
業
者
の
登
録

そ
の
他
各
種
の
申
請
の
た
め
、
納

税
証
明
書
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合

に
は
、
一
月
中
ま
た
は
四
月
以
降

に
請
求
さ
れ
ま
す
よ
う
、
特
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[
須
賀
川
税
務
署
】

納
税
証
明
書
の

早
期
請
求
方
に
つ
い
て

二
級
程
度
の
相
当
重
い
障
害
が
あ

る
お
年
寄
は
、
一
級
の
お
年
寄
り

に
比
べ
て
日
常
の
生
活
に
何
か
と

不
自
由
を
し
て
い
る
場
合
が
多
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
二
級
程

度
の
障
害
が
あ
る
お
年
寄
り
に
は

一
般
の
お
年
寄
り
よ
り
も
早
く
、

考
齢
福
祉
年
金
の
支
給
を
行
な
う

こ
と
に
し
、
六
十
五
オ
か
ら
支
給

玉
川
村
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し

そ
れ
を
永
久
に
後
世
に
の
こ
す
た

め
、
村
長
の
方
針
に
も
と
づ
き
玉

川
村
史
編
纂
の
事
業
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
次
の
方

々
に
資
料
調
査
員
を
委
嘱
し
、
最

初
の
仕
事
と
し
て
村
内
に
散
逸
し

て
い
る
古
文
等
歴
史
的
価
値
の
あ

る
資
料
の
発
見
を
す
る
基
礎
調
査

に
入
り
ま
し
た
。

調
査
員
が
資
料
所
有
の
家
を
訪

問
し
調
査
に
当
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川

辺

矢

部

辰

弥

田

子

国

夫

白

旗

保

川

崎

幸

夫

蒜

生

真

弓

友

英

小
高
車
田
藤
雄
―
―
―
輪
貞
夫

西
川
亮
遷
車
田
幸
一

添

田

毅

岩

谷

浩

光

中

小

針

信

作

小

針

安

司

佐
藤
忠
一

岩

法

寺

矢

吹

精

助

草

野

豊

吉
田
吉
治

竜
崎
上
野
鶴
雄
矢
吹
市
―
―
―

小
林
彦
右
衛
門

南
須
釜
縫
紹
真
大
野
清
―
―
一
郎

危

険

な氷
す
べ
り

す
る
こ
と
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

又
六
十
五
オ
を
す
ぎ
て
か
ら
二

級
程
度
の
障
害
に
な
っ
た
時
は
、

そ
の
時
か
ら
年
金
を
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
一
目
に
発

足
し
ま
し
た
。
昨
年
の
十
一
月
に

す
で
に
六
十
五
オ
を
超
え
て
る
人

で
重
い
身
体
障
害
の
あ
る
人
は
、

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
す
る
権
利

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、

手
続
き
等
く
わ
し
い
点
に
つ
い
て

は
役
場
年
金
係
ま
で
、
問
合
せ
下

さ
い
。

一

塩

沢

昌

久

広
川
喜
友

北
須
釜
鈴
木
広
一
野
口
庄
之
巫

矢

吹

忠

次

吉

村

オ

寿

吉

森

六

郎

須

釜

勝

太

郎

山
小
屋
我
妻
茂
世
石
森
藤
義

石
森
定
男

辻
塩
田
重
美

毎
年
子
供
の
氷
す
べ
り
に
よ
る

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
も
こ
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
子
供
の
池
や
沼
で
の

氷
す
べ
り
は
非
常
に
危
険
で
す
か

ら
、
絶
体
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

い
た
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
道
路
上
で
氷
す
べ
り
も

交
通
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
か

ら
池
や
沼
と
同
じ
よ
う
に
危
験
な

遊
び
で
す
。

そ
れ
か
ら
冬
休
み
中
の
子
供
の

火
遊
び
に
よ
る
火
災
も
毎
年
多
く

四

村
史
編
纂
基
礎
調
査
始
ま
る

ー

調

査

を

委

嘱

ー

員

障
害
者
に
六
十
五
オ
か
ら

老

齢

福

祉

年

金

昭
和
四
四
年
に
養
豚
を
目
的
に

浦
畜
産
k

k
が
山
小
屋
字
曲
久

保
に
四

0
町
歩
の
土
地
買
収
を
行

い
ま
し
た
が
、
事
業
着
工
が
遅
れ

て
今
年
八
月
に
な
っ
て
敷
地
浩
成

を
始
め
．
第
一
期
工
事
の
四
丁
歩

が
今
年
中
に
終
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
ま
す
:

造
成
の
終
っ
た
三
町
五
反
の
敷

地
に
は
既
に
四

0
m
ー
九
、
六

m

の
豚
舎
が
―
―
一
棟
で
き
上
り
、
十
二

月
始
め
に
は
三

0
0頭
の
子
豚
が

入
り
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
は
こ

の
よ
ぅ
な
豚
舎
が
十
八
棟
が
建
て

ら
れ
六
、

0
0
0頭
が
飼
育
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
霞
浦
畜
産
K
K
の
事
計
業

曲
久
保
畜
産
団
地
に

子
脈
が
入
る

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
。

火
遊
び
に
も
十
分
注
意
し
合
っ
て

こ
れ
等
に
よ
る
事
故
を
末
然
に
防

止
し
た
い
も
の
で
す
。

画
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
皆
様

の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

資

本

金

八

千

万

円

総

売

上

高

十

五

億

円

増
頭
計
画
（
福
島
県
内
の
み
）

団

地蕃
殖
豚

肥
育
豚

一
般
農
家

新
有
権
者
咸
心
相
心
文
の
募
集

新
有
権
者
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
お
よ

び
統
一
地
方
選
挙
等
の
選
挙
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
「
成
人
の
日
」

を
迎
え
、
新
有
権
者
ま
た
は
社
会

人
と
し
て
、
と
く
に
み
ず
か
ら
経

験
し
考
え
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ

と
を
要
約
し
て
、
こ
れ
を
発
表
す

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

新
有
権
者
、
新
成
人
と
し
て
の
政

治
意
識
の
向
上
と
、
選
挙
行
動
に

対
す
る
自
覚
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
左
記
に
よ
り
新
有
権
者

の
感
想
文
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
知
せ
致
し
ま

す。一
、
主
催
自
治
省
行
政
局

選
挙
部
、
（
財
）
公
明
選

挙
連
盟
。

二
、
内
容
と
標
題
最
近
の

選
挙
に
お
い
て
あ
る
い
は

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、

新
有
権
者
ま
た
は
社
会
人

と
し
て
地
方
自
治
や
国
政

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自

分
自
身
で
経
験
し
、
も
し

く
は
考
え
た
り
、
感
じ
た

り
し
た
こ
と
。

標
題
は
そ
の
内
容
に
そ

れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

三
、
枚
数
千
六
百
字
以
内

（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

一
、
五

0
0頭

六、

0
0
0頭

（
委
託
）

蕃

殖

豚

一

0
0頭

肥
育
豚
―
二
、
五

0
0頭

造
成
並
豚
舎
建
設
費一
億
三
千
円

総
売
上
見
込
三
四
憶
七
千
万
円

な
お
、
伝
染
病
予
防
の
点
か
ら

場
内
へ
の
一
般
参
観
者
の
立
入
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

遠
慮
下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

枚
以
内
）

四
、
応
募
姿
格
昭
和
二
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年

十
二
月
―
―
-
+
―
日
ま
で
の
間
に

生
れ
た
も
の
。

五
、
締
切
期
日
昭
和
四
十
七
年

一
月
―
―
-
+
―
日
（
当
日
づ
け
清

印
あ
る
も
の
は
受
け
つ
け
る
こ

＇
と
。
）

六
、
提
出
先
応
募
者
の
居
住
す

る
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

と
す
る
。

七
、
応
募
上
の
注
意

日
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
（
と
く

に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
る
こ
と
）

性
別
•
生
年
月
日
お
よ
び
職
業

を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る
こ

と
。
（
字
数
の
制
限
外
）

口
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
こ
と

八
、
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
ば
県
選
管
か
役
場

の
選
管
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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糖
尿
病
と
食
事
療
法
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ホ
ル
モ
ン
ガ
不
足
す
る
た
め
に
、

血
液
中
の
．．
 
ブ
ド
ウ
糖
す
な
わ
ち
血

糖
が
細
胞
に
入
り
に
く
く
な
り
、

し
た
が
つ
て
利
用
さ
れ
ず
ぐ
る
ぐ

る
血
管
中
を
か
ら
ま
わ
り
す
る
の

で
、
そ
の
結
果
、
血
糖
の
異
常
の

増
加
を
き
た
し
、
尿
中
に
糖
が
あ

ふ
れ
で
て
く
る
病
気
を
云
ぅ
の
で

す。

糖
尿
病
息
者
は
最
近
非
常
に
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
大
体
は

美
食
で
運
動
不
足
の
生
活
を
す
る

人
、
す
な
わ
ち
会
社
重
役
、
頭
脳

労
働
者
に
多
く
、
肥
満
し
た
人
に

起
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
最
近
の
食
生
活
あ
る
い
は
国

民
の
経
済
状
態
等
か
ら
も
、
や
は

り
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
ぜ
う
か
。

糖
尿
病
は
、
本
質
的
に
は
な
か

な
か
治
り
に
く
い
病
気
で
は
あ
る

が
、
適
正
治
療
に
よ
り
障
害
を
大

し
て
気
に
せ
ず
に
生
活
し
得
る
程

度
に
は
な
り
う
る
の
で
あ
り
、
そ

の
主
役
と
な
る
の
が
食
事
療
法
な

の
で
す
。
し
か
し
他
の
病
気
と
ち

が
っ
て
、
普
通
の
生
活
を
し
、
美

食
も
し
が
ち
で
あ
り
、
し
か
も
食

慾
も
あ
る
と
い
う
点
が
、
こ
の
病

気
の
食
輩
療
法
の
む
ず
か
し
さ
で

あ
り
、
特
長
で
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
糖
尿
病
と
は
す
い
臓
か
ら
分

認
さ
れ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ソ
と
い
う

'!

-
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•• 

：」
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も
っ
と
も
明
ら
か
な
症
状
の
一

つ
で
す
が
、
息
者
自
身
で
は
尿
を

み
た
り
、
に
お
い
を
か
い
だ
り
し

て
も
、
糖
が
で
て
い
る
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
確
め
る

＇ 

た
め
に
は
糖
尿
の
検
査
が
必
要
で

す。1
の
ど
の
か
わ
き
を
訴
え
る
こ
と

が
い
ち
ば
ん
多
く
、
し
た
が
っ

て
水
や
お
茶
を
よ
け
い
の
み
、

尿
の
回
数
も
多
く
量
も
多
く
な

り
ま
す
。

2
食
慾
が
異
常
に
す
す
み
、
人
に

臼

＇
井

-＝-＝
n_――
-I
・・―――-＝
8

-

東
南
ア
ジ
ア
の
旅

「

溝

＿
 

皿
芸
大
に
学
び
卒
へ
に
し
踊
子
の
踊
る
姿
態
に
気

ー

品
た
も
て
り

一
枠
寂
の
中
に
動
き
の
止
ま
ら
ず
こ
の
踊
子
に
魅

111

カ
限
り
な
し

・

＿
仏
寺
の
如
き
ス
ワ
ナ
レ
ス
ラ
ン
仏
の
国
の
威
深

11

か
ら
し
む
る

I
 ＂
続
く
か
ぎ
り
の
稲
田
の
中
の
と
こ
ろ
と
こ
ろ
ヤ

シ
実
ら
せ
て
農
家
点
在
す

＿
 

皿
水
じ
め
る
農
家
へ
の
道
ふ
み
し
め
て
ゆ
き
し
処

ー

に
水
牛
眠
る

r-＝ 1111
1

-
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 :＿
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1111 

:
l
=
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マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
買
う
と

き
は
、

鮮
度
を
確
か
め
な

い
で
買
う
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

古
い
も
の
は
そ
れ
だ
け
味

が
落
ち
て
い
る
の
で
す
。

必
す
製
造
年
月
日
を
見
て
、
な
る

べ
く
新
し
い
も
の
を
求
め
ま
し
よ

う
。
製
造
年
月
日
は
、
チ
ュ
ー
プ

入
り
の
も
の
な
ら
外
装
の
袋
に、

び
ん
入
り
な
ら
レ
ッ
テ

ル
に
書
い

..,...,_.,-_.r_r_,, —_,-_.r_,-c— 

生活の智恵
’―..., ヽ..,......,..._,-..r ..r ..r _,.. ..r 

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
鮮
度
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初

日

関

根

栖

泉

一

血

初

日

射

す

雪

の

い

た

ゞ

き

鷹

鉗

け

て

〗
初
嗚
き
や
い
つ
も
り
魏
と
い
ひ
な
が
ら

〗
妻
と
計
る
旅
の
い
く
日
や
初
暦
一

〗
唯
一
人

｀
、石
切

，

る
音
の
仕
事
祓

文
じ

皿

崩

さ

れ

し

山

羞

ら

．
ひ

て

初

御

空

[

元

日

の

，
長

さ

霜

，道

，
ひ

た

あ

る

＜

皿

初

日

さ

す

吹

か

れ

て

は

寄

る

雀

二

羽

皿

初

日

さ

す

雀

こ

ぼ

し

ぬ

大

欅
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よ
っ
て
は
、
い
ぐ
ら
で
も
た
べ
"i

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
又

甘
い
物
を
好
む
ょ
う
に
も
な
り

ま
す
。

3
体
重
の
変
化
、
中
年
以
後
に
発

病
す
る
糖
尿
病
は
肥
っ
だ
人
に

多
く
、
若
い
人
で
は
む
し
ろ
や

せ
た
人
に
多
く
み
ら
れ
る
。
病

気
が
重
く
な
り
浩
す
と
た
く
蕊
J

ん
食
べ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
や

せ
て
ゆ
き
ま
す
。

4
全
身
の
だ
る
さ
性
慾
の
異
常
体

に
緊
張
を
欠
き
、
足
に
力
が
入

ら
ず
、
だ
る
く
な
り
性
慾
も
減

退
し
、
月
経
異
常
を
き
た
す
こ

と
も
よ
く
み
ら
れ
る
。

5
ヒ
フ
の
変
化
と
し
て
は
お
で
き

が
で
き
や
す
く
な
お
り
に
く
く

ヒ
フ
が
か
ゆ
く
、
特
に
女
子
で

は
陰
部
の
か
ゆ
さ
で
糖
尿
を
み

つ
け
る
事
も
あ
る
く
ら
い
で
す

6
そ
の
他
神
経
系
も
お
か
さ
れ
、

神
経
痛
や
指
先
、
足
先
の
。
ヒ
リ

ピ
リ
し
た
感
じ
な
ど
が
み
ら
れ

ま
た
目
が
か
す
ん
だ
り
、
眼
底

出
血
等
が
お
き
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

l
i
6
迄
の
症
状
に
つ
い
て
思

い
あ
た
る
点
の
あ
る
方
は
尿
の
検

査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
予
防
●

し
て
四
十
才
台
に
も
な
り
、
ふ
だ

ん
美
食
を
し
、
運
動
の
少
な
い
よ

う
な
人
は
、
と
き
ど
き
検
尿
を
し

て
も
ら
い
、
一
時
的
に
わ
ず
か
に

糖
が
出
る
と
い
う
時
期
に
な
お
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
と
に
遺
伝
の

て
あ
り
ま
す
。
か
ん
づ
め
と
同
じ

よ
う
に
四
ケ
タ
の
数
学
の
最
初
が

年
数
で
、
次
が
月
、
あ
と
ニ
ケ
タ

が
日
で
す
。

製
造
年
月
目
が
新
し
く
て
も
、

日
光
の
当
る
と
こ
ろ
に
陳
列
七
｝

あ
る
人
は
、
年
配
に
な
っ
た
ら
美

食
を
つ
4

し
み
、
適
度
の
運
動
を

し
、
年
に
二
？
三
回
は
検
尿
を
う

け
る
こ
と
が
最
も
よ
い
こ
と
で
し

ょ
う
。糖
尿
病
と
き
ま
っ
た
ら
、
ま
ず

心
と
か
ら
だ
の
安
静
が
た
い
せ
つ

で
す
。
心
配
ご
と
が
解
決
さ
れ
て

気
持
が
落
ち
つ
く
だ
け
で
も
、
ず

っ
と
よ
く
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く

の
ん
び
り
く
ら
し
て
い
る
う
ち
に

い
つ
と
も
な
く
治
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

―
,
 

．．
 

—-=———-= 

食
事
療
法

病
気
の
重
さ
に
よ
っ
て
、
い
ろ

ん
な
段
階
が
あ
り
ま
す
。
軽
い
と

き
は
ふ
つ
う
の
食
物
で
、
米
飯
ま

た
は
、
パ

ン
を
あ
る
程
度
へ
ら
し

肉
類
、
油
脂
類
、
そ
の
ほ
か
炭
水

物
含
量
の
少
な
い
野
菜
類
で
、
こ

れ
を
補
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
、
い
ろ

い
ろ
な
食
品
を
適
と
、
不
適
に
分

け
て
見
ま
し
ょ
う
。

適
．
（
食
べ
て
よ
い
も
の
）

〇
肉
類
1
1

鳥
肉
、
魚
、
貝
類
、
卵

類
0
油
脂
類
1
1

バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、

ヘ
ッ
ト
、
ゴ
マ
油
、
大
豆
油
、

フ
ラ
イ
、
油
あ
げ

0
野
菜
類
1
1

莱
っ
葉
類
全
部
、
キ

ュ
ウ
リ
、
白
ウ
リ
、
ト
ウ
ガ
ソ

ナ
ス
、
ウ
ド
、
ダ
イ
コ
ソ
、
カ

あ
っ
た
り
、
外
装
の
袋
が
破
れ
て

い
る
よ
う
な
も
の
は
さ
け
ま
し
よ

う。
容
量
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
徳
用

で
す
が
、
食
べ
き
れ
ず
に
腐
ら
せ

た
り
、
味
が
落
ち
た
り
で
は
か
え

っ
て
不
経
済
で
す
。

ロ
を
あ
け
て
か
ら
二
、
三
週
間

の
う
ち
に
食
終
わ
っ
て
し
ま
う
て

い
ど
の
分
量
の
も
の
が
手
ご
ろ
で

し
よ
う
。
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ブ
、
フ
キ
、
タ
ケ
ノ
子
、
ゴ
ボ

ゥ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ネ
ギ
、
タ
マ

ネ
ギ
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、
ニ
ラ

ウ
ズ
ラ
豆
、
ト
マ
ト

0
野
菜
製
品
1
1

オ
カ
ラ
、
コ
ソ
ニ

ャ
ク
、
ト
ウ
フ
、
こ
う
や
ド
ウ

フ

〇
果
物
類
1
1

ミ
カ
ン
、
夏
ミ
カ
ン

ボ
ン
カ
ソ
、
オ
レ
ソ
ジ
、
レ
モ

ソ
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ン
ズ
、
モ
モ

0
つ
け
も
の
類
1
1

タ
ク
ア
ン
、
浅

づ
け
、
梅
ぽ
し

〇
飲
料
1
1

炭
酸
水
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

し
ょ
う
ち
ゅ
う
、
牛
乳
、
茶

〇
調
味
剤
1
1

サ
ッ
カ
リ
ソ
、
味
の

素
類
、
塩
、
シ
ョ
ウ
ュ
、
酢

不
適
（
で
き
る
だ
け
病
気
の

経
過
に
よ
っ
て
は
禁
止
か
制

限
す
べ
き
も
の
）

〇
穀
物
類
1
1

米
飯
、
パ
ン
、
ウ
ド

ソ
、
ソ
バ
、
ソ
ウ
メ
ソ
、
モ
チ

ス
シ
、
な
ど

0
野
菜
類
1
1

サ
ッ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、

．ヤ
マ
イ

モ
、
ア
ズ
キ
、
ユ
リ
根
、
レ
ン

コ
ソ
、
ク
ワ
イ
、
カ
ボ
チ
ャ

〇
乾
物
類
1
1

カ
ン
。
ヒ
ョ
ウ
、
干
い

も
、
キ
ノ
コ
、
コ
ソ
プ
、
ノ
リ

〇
果
物
1
1

ク
リ
、
カ
キ
、
プ
ド
ゥ

イ
チ
ジ
ク
、
バ
ナ
ナ
、
ナ
シ
、

リ
ソ
ゴ

0
つ
け
も
の
類
1
1

ミ
リ
ン
づ
け
、

カ
ス
づ
け
、
ミ
ソ
づ
け
、
福
神

づ
け

0
間
食
類
1
1

マ
ソ
ジ
ュ
ウ
、
ア
メ

ョ
ウ
カ
ン
、
セ
ン
ベ
イ
、
巳
ス

ケ
ッ
ト
、
カ
ス
テ
ラ
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
そ
の
他
菓
子
類

〇
飲
料
1
1

日
本
酒
、
サ
イ
ダ
ー
、

シ
ロ

ッ
プ
、
白
酒
、
甘
酒
、
シ

ル
コ

〇
調
味
剤
1
1

砂
糖
、
ミ
リ
ン
、
ミ

ソ
等
糖
尿
病
は
長
い
間
の
こ
と
で
す

か
ら
、
調
理
に
注
意
し
て
、
食
卓

に
向
か
う
楽
し
み
を
失
わ
な
い
よ

う
に
家
族
の
皆
様
も
協
力
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。




